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1.は じ め に

寄 生虫に よ って宿 生 の系 統や分 布 の由来 を考 察す る方法 は,旧 くか ら多 くの人 々に よっ

て採 用 され,宿 主 の類 縁 関係 の究 明に,異 った角度 か らす る一つ の有 力な手段 とされ て き

た 。

外 部寄 生性 昆虫類,こ とに食 毛類Mallophagaの 研究 か ら,そ の宿 主で あ る鳥 類 ・哺

乳類 の系統 を論 じた もの としては,ヨ ー ロ ヅパ と北 ア メ リカの鳥類 に つい て親 疏 関係 を論

じたKello99(1896)の 研 究,ガ ラパ ゴス諸 島 と南 米大陸 との鳥類 の 関係に つい ての 同 じ

くKello99の 研 究,さ らに ア フ リカ と南 アメ リカの駝 鳥類 の関 係 に つい てのKello99

(1896)及 びHarrison(1916)の 研 究,風 類Anopluraに よるGyropidaeの 類 縁 に

つ いて しらべ たEwing(1924)の 業績 な どは,す で に古典 に入 るべ きもの と して著名 で

あ る。

これ まで,同 じ鳥 獣類 の外 部寄生 昆 虫で あ る ノ ミ類Siphonapteraに つい ては,そ の

宿主選 択性 の複雑 さか ら,こ の よ うな手段 として採 り上 げ るには,一 般 にあ ま り役立 た な

い もの と思われ て いた。

日本 の ノ ミ類 と宿 主 の哺 乳類 との関係 に つい ては,さ きにSakaguti&Jameson(19

62)及 びSakaguti(1962)に おい て,邦 産 ノ ミ類 の うち,鳥 類や 家鼠 ・家畜 に寄 生す る

ものを除 く全部(53種)に つ いて,そ の分 布か ら3群 に分 類 し,そ れ ぞれ(1)ヤ マ ト群

(Yamatogroup),(2>エ ゾ群(Yezogroup)及 び(3)旧 北群(EasternPalaearctic

group)の 名 称を与 えた(表1～3)。 それ らの詳 しい定義 と各群 に属 す る個hの 種 の解

説 は,の ちに のべ る ことに して,こ の3群 の ノ ミが示 す それ らの宿 主 の分 布経 路,た とえ

ば,サ ハ リンー 北 海道 コース と,朝 鮮 半島 コース とい った区分 は,従 来,日 本 の生物 地理

学で一 般に 承認 され てい る分 布上 の事 実 と極 め て よ く合 致す る も ので あ る。 そ して さ ら

に,津 軽 海峡 や宗 谷海 峡 の開閉,対 馬海 峡 や朝鮮 海峡 の成 立 な どに つい て も,地 史学 ・古

生 物学 その 他 の部 門か らの研 究結果 とも,か な りよ く一致す る ことが 明 らか とな った。
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その後,筆 者 らの意見をとりあげた徳 田(1963)や 日本産 ノ ミ類 の分類についての数名

の人hの 新知見,こ とに北海道産 ノ ミ類に関する大野(1965,1966)の 貢献によ り,筆 者

らの見解に多少の追加 ・訂正をお こな う必要を生 じた。また,1965年10月,東 京の国立科

学博物館における哺乳類研究 グループ第10回 シソポジウムでの 「寄生虫(ノ ミ)の 分布か

らみた 日本産哺乳類 の分布」 と題する筆者の発表に際 しての,い くつかの質問(主 として

太田嘉 四夫博士 らに よる)に よ り,多 くの方hの 批判をえて,再 検討を加える機会をもっ

た。

本文に入 るに さきだち,こ れ らの極めて有益な教示を与}ら れた先輩各位に対 し深い謝

意 を表する ものであ る。

2.ヤ マ ト群 の ノ ミ

地史 学的 に北海 道 よ り早 く成立 した 本州 ・四国 ・九 州の いつれ か1つ の島 に固有 の哺乳

類 に寄生 す る ノ ミで,総 数23種 を数 え る(表1)。 そ の うち,2～3の 種 に多 少 の例 外 が

認 め られ る。 た とえば,ム サ サ ビ属 ・モモ ソガ属に寄 生す るRhadinopsyllajaponica

と野 鼠(主 として ア カネズ ミ ・ヒメネ ズ ミ)に 寄生 す るNeopsyllasasaiと は,津 軽 海
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宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布

Table1.Flea-speciesofYAMATOgroup.

(i)YAMATOGroup

1. _Chaetopsyllajamesoni

a5'ルQ〃usσ θ5'ル0〃5

3.Hystrichopsyllaozeona

4冒 〃 γρカノocerasshogak〃

5.Stenoponiatokudai

6.Rhadinopsyllabiloba

7Rhadinopsyllajaponica(occursin.Hokkaido)

8.Rhddinopsyllaottenuata

9-Stenischiofujisonio
-10
.Pσ'σ θoρ5y"σ η'ρρoη

II.Palaeopsyilamiyama

12.Neopsyllojoponico

13.Neopsyllasasai(occursinHokkaido)

14.Nycteridopsyllagv/bo(commonwithChina

15.lschnopsyllusindicus(commonwithIndia,SouthChinaandFormosa)

6.Peromyscopsylloino

17.Peromyscopsylloudagawai

18.Peromyscopsyllasegregate

19.Peromyscopsyllohimolaica(commonwithHimalayaand,South'China)
20.Frontopsyllanokogowoi
21.Maloraeusandersoni
22.Monopsyllusargus
23.Monopsyllusyomone

.峡 を こえて北海 道に も分布 す る。R.japonicaの 宿 主で あ るムサ サ ビ ・モモ ソガ類 は滑

空す る ことが で きるので,他 の種 類 よ りは分 布 の拡張 は容 易で あ る。 また,ノV.sasaiの

主 た る宿 主 であ る アカネズ ミは,森 林性 で,極 め て分 布能 力 の強 い動 物 であ る。

コウモ リの ノ ミNycteYidopsylla//とIso肋oρ ∫ッ11鰐indicusの 分布 も,本

州 ・四国 ・九州 か らさ らに広 範域 に及 んで い る。 海外 で はRattus属 の鼠 に寄生 す る

・PeYOrnyscopsyllahimalaicaは,ヒ マ ラヤ の2000m以 上 の 高所か ら,支 那南 部に広

く分 布す るが,我 が 国 では,高 知県 の1部 と伊 豆諸 島(大 島 ・三宅 島)の アカ ネズ ミに寄

生 す る。本種 につ い ては,阪 口(1962)は 人 為的分 布 の可能 性を 指摘 したが,そ の後 も本

州 本土や 九州 か らは依然 として記録 がな い。

これ まで,筆 者 らが ヤマ ト群 に含 めて いた種 で,そ の後 の新 知見 に よ りエ ゾ群 に含め る

のが適 当 とな った種 にRhadinopsyllaohnoiが あ る。 この ノ ミのそ うした 可能性 につ い

ては註記 して保 留 して きたが,今 回,大 野(1966)に よ り,北 海道 各地 か ら記 録 され,北

海道 に おけ る分 布が 確定 的 とな った ので,ヤ マ ト群 よ りエ ゾ群 へ所 属変 更をす る ことに し

だ 。 さ きに触 れた モ モ ソガ等 の寄 生蚤Rhadinopsyllajaponicaが 北 海道 の エ ゾモ モ ン

ガに も見 出 され るのに対 して,同 じ くモ モ ソガ等 の寄生 蚤 であ る.Monopsyllusargus

が,何 故北 海道 に発 見 され ない か とい う理 由に つ いては,筆 者 は 次の よ うに 考え てい る。

R.japonicaは 本 来 モモ ン ガの ノ ミで あ り,M.aYgusは,ヤ マ ト群に 属 し,む しろ本

来 は ムサ サ ビの ノ ミとして分化 した ものが,棲 息環 境 の類 似共 通性 か ら,た がい に混 り合
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宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布

Fig.3.HeadinmalesofGenus

Palaeopsylla:A.nippon,

B.miyama,C.mogura.

うよ うにな った のでは なか ろ うか(阪 口1957)。 北 海道 の現 生エ ゾモ モ ンガは,む しろ大

陸 系 であ る とされ るが,氷 期に おけ る何回 か繰返 され た北海 道一 本州 間 の連 絡 に際 して,

本土 系 モモ ソガの北上 は容 易に考 え られ る こ とであ る。

つ ぎに,ヤ マ ト群 の ノ ミの 中で,特 異 な2つ の群 につ いて考 察 し よ う。 その1つ はPa-

laeopsylla属 の2種(P.nipponとP.〃z砂 砺2の で,nipponlま ヒ ミズモ グラ の寄生

蚤 として本邦特 産 の種 で,宿 主 のいない北 海道 を除 い て,殆 ん ど全域 に分 布 し,対 馬に及

ん でい る。それ に較べ て 〃吻 α〃2αは,高 山性 の ヒメ ヒ ミズ固有 の ノ ミで,分 布 も狭 く,

ヒメヒ ミズ のす む北地 や高 山一亜 高山 帯に 限 られ る。 これ ら2種 に極 め て近 縁 の(恐 ら く

それ らの祖 先型 とみ られ る)・P.〃zog艀 α は,本 州 と朝鮮 の モ グラ属(Magera)か ら記

録 され てお り,第3(旧 北)群 に入れ られ る。モ グラ,ま た はその祖 先型 に寄生 して,朝

鮮半 島を経 て本 州に入 ったmoguYa(ま たは,そ の祖先 型)は,次 の分化 の段 階 として

ヒ ミズ モ グラに寄生 隔離せ られ て,ま ずnipponを 生 じ,さ らに,高 山帯に おい て分 化

した ヒメ ヒ ミズに寄 生す るこ とに よ ってmiyavnaへ と派 生分 化 した もの と考 え る。

い ま1つ の特 異な ノ ミの群Peromys;opsylla属 の3種(P.ino,udagawai,segYe-

g認 の につ い ては,い ずれ も主 としてハ タネ ズ ミ亜 科(ま たは ネズ ミ亜 科)に 寄 生す る。

一103一



宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布

Fig.4.MovableprocessinPeromyscopsylla

SPP.:A.ha〃22/ertakahasii,B.ha〃22-

〆er〃zichinoku,C.ゴ%o,D.z64α8・o〃ai,

E.segregata.

Fig.5.ApesofaedeagusinPeyomysco-
psyllaspp.:A.hamifertakahasii,
B.hamifermichinoku,C.inOD.
udagawai,E.segYegata.
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～ 宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布～

この群 の場合,さ きのPalaeopsylla属 の よ うに,宿 主 に対す る選 択 性 は微弱 で,む しろ

地理 的 隔離に よる分 化 と考 え るの が妥 当であ ろ う。つ ま り,inoは 関東周 辺 のの山地 に,

udagawaiは 富士 山 ・八 ケ岳及 び赤石 山系 に,そ してsegregateは,そ の 名の示す よ う

に飛 弾 山脈に 限 ら れ る。 エ ゾ群 に属す る同属 のharmfertakahasiiが サ・・リン*・ 北

海道 の ヤチ ネズ ミ属(CletLcrionornys)に み られ るの に対 して,そ れ と亜 種 を異 に す る

harnifeymichinokuが 奥 羽地方 に局 限 され るの も同 じ方 向 を示 す もの とい え る。

筆者 は,こ こで,本 邦 固有 属 であ る ヤマネ の ノ ミMonopsyllusyarnaneに つ いて

の徳 田(1963)の 見解 に賛意 を表す る もので あ る。徳 田に よれ ば,ヤ マネは分 布学上 か ら

は,サ ハ リソー 北 海道経 由(エ ゾ群 に相 当)と か,朝 鮮 経 由(ヤ マ ト群 に相 当)の もの

よ りは,も っと古 い分布 的要 素 と考え られ る。 ヤマネは ス ミスネ ズ ミ ・ミズ ラモ グラ等 と

ともに,ヒ マ ラヤ よ り飛 石的 に帯状 分布 をす る中国西 南系(今 泉 吉典 の華西 高地 区系 に あ

た る)の 要素 だ として い る。ス ミス ネズ ミの分 布 が徳 田(1963)の い う飛 石 的分布型 だ と

すれ ば,そ の寄 生蚤 の 中に,そ の よ うな群 に編 入 されな ければ な らぬ ノ ミの種 があ るのか

も知れ ないが,中 国西南部(雲 南,四 川)や ビル マ北 部 の蚤相 の不 明な現 在 では,そ れ と

認 め られ る種 は見 当 らない。

さきに も触 れたが,北 海 道 に まで分 布す るヤマ ト群 の ノ ミRhadinopsyllajaponica

とNeopsyllasasai,と くに後者 の分布 につ い て,も う一度 考 えてみ よ う。 ブaponica

の宿 主 モモ ソガは,森 林性 の中型 鰯歯 類で,滑 空 力を もってい る。 それ に較 べて,sasai

の お もな宿 主 であ るアカネ ズ ミは,や は り森 林性 で はあ るが,前 者(宿 主)の よ うな滑空

力 は もた ない 。Sakaguti&Jameson(1962)は,北 海道 と本 州 との問 は,最 後 の連絡

(お そ ら く最後 の氷 期で あ る ウル ム氷 期)の 後 も,な お氷橋(icebridge)に よる連絡 が

続け られ ていた もの と考 えたが,太 田**及 び大 野(1966)の 意 見 に も とつい て判断す る

と,両 者 と くに アカネ ズ ミの場 合は,や は り当時 まで北 海道一 本 州 をつな ぐ樹 林 に覆 われ

た陸橋 が存在 して,そ れ を通 して ア カネズ ミが北 へ の分布 域 を拡張 した もの と考 え るの

が,よ り自然 な考 え方だ と思わ れ る。因 みに,sasaiは 対 馬に まで分 布す るが,朝 鮮 半島

にはみ られ ない 。

3.エ ゾ 群 の ノ ミ

この群 の ノ ミは,そ の名 の示す よ うに北海 道 に分布す る。 そ して,明 らか にサ ハ リン経

由で分 布 した シベ リヤ系 の大陸 的要 素 の ものばか りか らな る(表2)。 現在,新 たにRha-

dinopsyllaohnoiを 加え て17種 が この群 に含 まれ る。 その 中,確 実 に北 海道 に固有 とみ

られ る種 は1種 も見当 らな い。大部 分 の ものは,ア ジア大 陸東 部,ま た は,千 島 ・サ ハ リ

ン等 と全 く同一 種 であ るか,亜 種 を異 にす る程 度 の ものであ る。 しか し数 種 の ノ ミは,さ

らに本 州の高 山地 帯に も,い わ ゆ る氷 期遺 存種(Borealrelics)と して分布 す る ものが

あ る。 それ らはRhadinopsyllaalphabetica,R.ohnoi,DoYatopsyllacoreana,Cat-

allagiastyiata,Megabothriseokoloviで あ る。

・P670辮夕s60ρs夕11αharniferは サハ リソ及 び北 海道 に亜種takahasiiを,奥 羽地 方

に亜 種michinokuを 産 す る。いず れ も,本 来 ヤチネ ズ ミ属(Clethrionomys)野 鼠 に寄

生す る ノ ミで あ る。harmfertakahasiiは,形 態 的に は,む しろhandferよ り独 立 さ

*1964年 のO.1.Scalon氏 の私信による。

**1965年10月 哺乳類研究グループ第10回 シンポジウムにおける質疑による。
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Table2.Flea-speciesofYEZOgroup .

(2)_YEZOGroup

I.Hystrichopsyllomicroti

2.Stenoponiomontona(occursinHonshuandKyushu}

3.Rhadinopsyilaalphobetico{occursinhighelevationofHonshu)

4.Rhadinopsylloohnoi

5NearctopsyllQioffi

6.Dorotopsyllacoreana(occursinhighelevationofHonshu)

7Palaeopsyllosinico

8α θρ0ρ わナゐ0〃ησ5congenerかU〃 ω5

9.Ctenophthalmuspisticuspocificus

lQ～ θoρ5y"σ σoσρノわノησ

If: _Catallagiastriata(occursihhighelevationofHonshu)

12.Nycteridopsyllonipopo

13/schnopsyllineedhami(distributedintheMaritimeterritoryofU.S.S.R.andChina)

14.Peromyscopsyllahamifertakohasii

t5.Peromyscopsyllohamifermichinoku(in70hokudistrictonly}

16.Aenigmopsyllagrodekovi

17.Megabothrissokolovi(occursinhighelevationofHonshu

せ ・P・takahasiis.str.及 びP・takahasiimichinokuと した方が 適 当か と思 われ る。

北海 道 のエ ゾ リスに寄生す るAenigsnopsyllagrodekoviは,隣 接大陸 に も分布 す る

が・筆者 は また,本 州(長 野県)産 の ニホ ン リスか ら も,そ れ と同定 で きる2♀ を えて い る。

野 鼠類 寄生 のStenoponiamontanaは,と りあ えず エ ゾ群 に入 れ てお いたが,朝 鮮 北

部及 び本 州 ・九 州 に分布 す る もの で,ヤ マ ト群 的要 素が濃 厚 であ る。 したが って,む しろ

ヤマ ト群 に入 れて・ アカネ ズ ミの北 海道侵 入 の際 に,Neopsyllasasai(ヤ マ ト群)と と

もに北海 道に分 布 を広げ た もの と考 え るのが妥 当か も知 れな い。 もし同 じS♂θηoρo勿α属

のtokuciai(ヤ マ ト群 で,本 州 中部 山地 に固有)が,規o窺 αηα または,そ の祖 先型 か ら

Fig.6.Head,prothoraxandcoxaIof

Stenoponiamontana,♂.

Fig.7.ApexofaedeagusinSオ6κo∫o短 σ

spp.:A.montana,B.tokudai.
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宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布

派 生 した と考 え るな らば,ま とまった見解 とな るだ ろ う。 しか し,tokudaiは,montana

よ り,む しろ トラ ンスバ イ カル地 方か らア ムールに かけ て分 布す るformozoviに よ り近

縁 の種 と思 われ る。

コウモ リ寄 生性 のNycteridopsyllanipopoは,現 在 まで の と ころ北海 道以外 か らは

知 られな い。 しか し,近 い将来,他 地方 か らも記 録 され て,他 群 へ 移 され る可 能性が 強

い。 同 じくコウモ リ寄生 性 のIschnopsyllusneedhamiも,本 州そ の他 か ら発 見 され る

カ・も矢日れ なし・o

4.旧 北 群 の ノ ミ

筆 者 らがEasternPalaearctic

groupと 名 付 け た もの で,多 少 と

も便 宜 的 な 寄 せ 集 め の 群 で あ る

(表3)。 最 近,大 野(1965)が 北

海 道 産 の ニ ホ ソ ヒナ コ ウモ リか ら

記 録 し たIschnopsyllusobscu-

rusを 加 え て,総 数13種 よ りな

る 。

この 群 に 属 す る もの は,そ の分

布 範 囲 は さ き の2群 よ り も広 布 性

の 種 が 多 い 。 た と え ば,ヒ グ マ 寄

生 のChaetopsyllatuberculati-

cepsや リス 寄 生 のTaysopsylla

octodecimdentata等 の よ うに,

ユ ー ラシ ヤ大 陸 だ け に 止 ま らず,

北 ア メ リカ に及 ぶ も の もあ れ ば,

Corrodopsyllabirulai,Cte-

nophthalmuscongeneY,Isch-

nopsylZuselongates,1.obscu-

yus,Monopsy〃usindages等

の よ うに,ユ ー ラ シ ア大 陸 の範 囲

に と ど ま る も の,そ し て そ の 中 で

も,大 陸 の西 寄 りと我 が 国 を 含 む

東 寄 りと で は 亜 種 を異 に す るC.

congener(北 海 道 のC。truncus

は エ ゾ群 に 入 る)等 が あ る。M.

indagesも,そ れ とや や 似 た 様 式

に よ っ て,本 州 ・四 国 産 は別 亜 種

(indageslis)と さ れ て い る。 さ

らに 分 布 の狭 い もの で は,モ グ ラ

属 に 寄 生 す るPalaeopsyllamo-

guyaが あ る。 本 種 は 朝 鮮 と本 州

Table3.Flea-speciesofEasternPalaearcticgroup.

(3)EASTERNPALAEARCTICGroup

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8。

9.

lQ

口.

12.

i3.

Chaetopsyllatuberculoticeps

Chaetopsyllamikado

Chaetopsyllazibellino

Corrodopsyllabirulcri

Pa/aeopsy!!amogura

Oノ θηoρ わナわσ'〃川500ηgθ ηθ〆ooηgθ ηθro/dθs

lschnopsylluselongates

lschnopsyllusobscurus

Ctenophyllusarinotus

Paracerasmθ 〃S5ノ ηθη515

Tarsopsyllaoctodecimdentpta

lVlonopsyllusindogesindages
!

〃onopsy〃us'ノ ηdσ9θ51'5
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一 宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布一

とか ら知 られ る。

した が って,旧 北 群 は,む しろ便 宜 的な寄 せ集 め の グル ー プとい うことが で ぎる。 した

が って,よ り詳 しい分 布が判 って くる と,ヤ マ ト群 または エ ゾ群 へ移 され た り,全 く別 の

新 しい群 に編 入 され る よ うな ものを含 ん でい る。 本 群 に属す るChaetopsylla属 の2種

(mikadoとzibellina)は,シ ベ リア地 方 と本邦(北 海 道 を除 く)か ら記 録 があ るに過 ぎ

ず,北 海道 か らは未 だ知 られ て いな い。 また,ヤ マ ト群 に入 るChaetopsyllajarnesoni

は,逆 に本 州 ・四国か ら知 られ るが,大 陸地 方 か ら も発見 され る可能性 が あ る。 ナキ ウサ

ギ属(06加 渉oηの 特 有 の ノ ミといわれ るCtenophy〃usarmatusな ども,宿 主 の分布

か らみ る と本群 よ りむ しろエ ゾ群 に移 され るべ き ノ ミか も知れ な い。

5.北 海道へ進 入 した ヤマ ト群 と本州へ進入 したエゾ群

'本 州か ら北海 道へ進 入 した ヤマ ト群 の ノ ミには
,さ きに もあげ た よ うに,モ モ ンガ類 に

寄生 のRhadinopsy〃ajaponicaと,ア カネズ ミ等 の野鼠 寄生 のNeopsyllasasaiの

2種 が あ るにす ぎない 。 これ ら2種 の ノ ミの北海 道へ の進 入に は,宿 主で あ るモモ ソ ガ と

アカ ネズ ミ(ま たは,ヒ メネズ ミ)が 媒体 とな って行 なわれ た もの と想 像 され る。 これ ら

の ノ ミは,と もに広 く北海 道 に拡が って い る と考 え られ る。 た だ,R.japonicaの 北 海

道 にお け る現生 の宿 主 エ ゾモモ ンガは,ホ ンシ ュ ウモモ ンガに較 べ て著 し く北方 系 であ る

点 が問題 と して残 され る(90頁 参 照)。

北海 道か ら本 州に進 入 した エ ゾ群 の ノ ミには,Rhadinopsyllaalphabetica,R.ohnoi,

Do7認oρ3夕 〃acoreana,Cata〃agiastyiata,Megabothrissokoloviの5種 が挙 げ ら

れ る。 これ らは,現 在 北海道 の野 鼠類 に広 く分布 す る種 で あ るが,D.coyeanaは トガ リ

ネ ズ ミ属(SoYex)に 寄 生す る。 ところが,本 州 に入 る と,南 下す るに したが い,次 第 に

高地性 とな り,中 部 山岳地 方 では,寒 冷 な高所 に限 って見 出され る。 しか し,北 海 道 と本

州の個 体 を比較 して も,な ん ら著 しい形 態的差 異 は見 られ ない 。 こ とに,D.oo76碗 α の

本 州 にお け る唯一 の宿主 ホ ンシ ュ ウ トガ リネズ ミは耐寒性 が強 く,氷 点下 の気 温 で もよ く

活動 す る ことにつ いては今 泉(1960)の 記録 があ る。

つ ぎに,北 海道 のエ ゾヤチ ネ ズ ミと ミカ ドネ ズ ミに寄 生す るPeromyscopsy〃ahayni一
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feytakahasiiと 奥 羽地 方特産 の トウホ クヤチ ネズ ミに寄生す るP.h.michinokuと で

は,雄 の生 殖器(第4・r図)の 形 状 に明 らか な差 異が み られ る。

こ うみ て くる と,同 じ野 鼠類 に寄生す る ノ ミで津軽海 峡 をへ だてた北 と南 とで,宿 主 の

形 態 にか な りの変 化(種 的 また は亜種 的変異)が み られ るに もかかわ らず,寄 生 蚤 になん

らの変 異 もみ られ ない もゐ と,P.harmfeyの よ うに,亜 種 的変 異 のみ られ る もの とがあ

る ことに気付 くだ ろ う。前 者 は,い わゆ るBorealrelics的 な存 在 であ り,後 者 は,む し

ろ発 展的段 階 にあ る種 族 とみ るこ ともで きよ う。

そ こで,北 海 道か ら本 州へ の進 入 の時期 と,本 州か ら北 海道へ の進 入 の時期 が問題 に な

る。北か らの北 方 系種 の南 下 は,当 然氷期 の よ うな寒 冷 な気候 の頃 で,津 軽海 峡が 閉 ざ さ

れ てい た頃 と想われ る。一 方,本 州か らの ヤマ ト群 の北上 も,比 較 的温暖 な間 氷期 で は,

気温 の上 で は好適 か も知 れ な いが,海 峡 の幅 は広 く,宿 主 の渡 航 を許 さなか った で あろ

う。 そ うす る と,こ れ はやは り,氷 期 に相 互に時 を 同 じくして行 われ た ものか も知 れ な

い。徳 田(1941)は,北 海 道 が成立 して,大 陸 及 び本州 との連 絡 を絶 った のは洪積 世末 期

の頃 と指摘 して い る。

こ こで,北 海道 と本州 とをつ な ぐ連 絡が,果 してSakaguti&Jameson(1962)の い う

氷橋 程度 の もので あ ったか,そ れ と も,前 記 した太 田(1965年 のシ ソポ ジウ ムで の質問 に

よる)及 び大 野(1966)の い う樹林 に覆 われ た陸橋 で,樹 林 性 のモ モ ンガや アカネ ズ ミの

よ うな鶴 歯類 の移 動 に好適 な状 態 の もので あ った か ど うか。今 後 の地質 学 的な調査 が それ

を解 決す るだ ろ う。 獣 類 の移動 につ いて の氷 の果 たす役 割 につ いては,Ban丘eld(1954)

に詳 しい。す くな くとも,ト ガ リネ ズ ミの よ うな食 虫類 や イタ チ ・テ ン等 の食 肉類 は容 易

に長 い氷原 を突破 す る ことが で ぎ るはず で あ る。

そ の地方 の ノ ミ相 を考え ると きに,か つ てそ の地 方 に分布 していたが,現 在 では絶滅 し

て しま った 宿主群 の存在 を忘 れ ては な らな い。本 州か ら化石 と して知 られ るヘ ラジヵ ・ヒ

グマ ・オォ カ ミ ・タ ビネ ズ ミ等 は これ に当 る。 また,北 海 道 か ら発 見せ られ た ナ ウマ ン象

の化石 は本土 の動 物群 の北上 した事 実 を しめす 好 例の1つ とい え る。 それ らの動物 群 の中

に,ノ ミの宿主 とな る種 族 があれ ば,そ れ らの ノ ミの行 先 は どうな っただ ろ うと,想 像 を

た くまし くして み るの もム ダで はなか ろ う。

6.現 生 哺乳類 と寄生 蚤 との関係

さ まざ まの推 移を繰 返 え して で きあが った 日本 の現生 哺乳 類 の フ ァウナ と,そ れ に寄 生

す る一 群 の ノ ミの種類 とを,い くつか の表 に よ って ま とめてみ る こ とに しよ う。 そ こに は

繰 りひ ろげ られ た過去 の関 係が,あ ま りに も複雑 に錯 ソウしてい るために,よ り単 純 な も

との姿 へ の復元 は容 易で はな い。 しか し,そ の関係が 複雑 であ れば あ るだけ,宿 主の過 去

を知 る上 に,か え って有用 であ る場合 も少 な くない。

まつ,ト ガ リネズ ミ科 をみ る と,北 海道 の トガ リネズ ミ科 の ノ ミは,3種 がエ ゾ群,1

種 が 旧北群 に属 する。 これ らは,す べ て最 も近 い時代 の ア ジア東 部一 サハ リン経 由の渡 来

者 であ る こ とを示 してい る。 さ らに,そ の中 の1種Doyatopsy〃acoYeanaカ ミ,Sorex

shintoと ともに本州 に渡 った ことが判 る。 対 馬 のチ ョウセ ンジネズ ミは,お そ ら く人為

的 の分布 と思 われ る。そ の証拠 と しては,本 来 の ノ ミを もって いな い。奄 美大 島の ワタセ

ジネ ズ ミよ りえ られ たPalaeopsyllaη ゆρoη〃ま,今 の ところ資 料不足 で,厳 密 な ことは

い えないが,九 州 とのか つて のつなが りを示 す もの と思わ れ る。 しか し,奄 美大 島に は本
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一 ∫:.:・一一・匿L'項 一∫.一.一:.
.・ ・L宿 主 哺 乳 類 の 分 布 か ら み た 日 本 産 ノ ミ類 の 分 布

」一一'1-.一'.'.-Table4.Host-parasiterelationsinJapaneseflea(1):SoricidaeandTalpidae.

1.一 三'一 ・・ジ .一 ・,・一.:」一.一」三 ∫H。KKAID。S°RICfD,4EH。NsHu,5HIK。KU&KYUSHu

窓1∫1:三翁 寵;.ζ 一.:・Cr°cidura(Am・h°rsfieldimi-Oshima)!

lll滋llll冠:lllじllrTALP1°MogeraiDymecodon≒ コー一一一一Pa/aeopsyllomogura{E)一一Pa/oeopsyllamiyama{M)
一
!1・ ゴ.冒て 「-1∴1一 至.一 ∫一こ・:一モ・.・lUr°trichus・ 、＼P・loeopsyll・ 吻 ・〃(M)

1∫豪 ・号:.し、1-II.子.一.--・一.一ご1、 、 ＼ 伽 轍 納 一 ・(M)

1:1留 滋.「 、i望 、二1廊 ゜hiafujisania(M)

零.:1㌃ 」 ゼ..、勅 牲 とみられ るヒ ミズモグラは弛 しない・
1・・.;一一`1.-1モ.'・て 一.1-一.・..モ グ ラ科 に な る と,Palaeopsylla属 の3種 が示 す 関 係 は,そ の ま ま宿 主 の3属(Mo-

}.lrl.;1∴ 一一...1.1・geya,Dyynec。don,σ ・・trichus)の 鰯 関係 に相 当す る もの とな る.モ グラ属(M。9。 。a)
;▽.言

一.;i-:-1,.た1.1では這 己録 の不完 全か ら個hの 種 の明記 を さけた が,コ ウベモ グ ラカ潮 鮮 に も分 布す 藤

寵 賦 望 一・Table5.H°st-parasiterelati°nsinJapaneseflea(2):Vespertili°nidae,1_IRhinolophidae,Pteropidae,OchotonidaeandLeporidae.-VESPERTILIONIDAE

滋 三 ∫:i言 し'一二 ・∫一・.砿,ρ,,ノt."。 、。ρ,rapsl::hn°psyllus°bscurus(E)hnopsyllusneedhomi(Z)

享:lll蒸:::『1:㌃ じi舞:Nycterid°psyllqglschnopsyllusel:lbo{M)ngatus(E、

lll嘗 既ll:lll-1・ 冠.1;llll二lPipistreMurino'1usabramusauratolschn°psyllusindicusNycleridopsyllanipopo((MZ1)

皇.∵:窯 一1
.滋 ・一一1三 一三 、RH置N・L・PH曹DAE

〕}・1:'.1∴.、:ゴL-1・∫i∫ ∫ 一一一皇一一∫ 肋 ・lophus¶?(肋 ・ノ・吻 ・y〃・)τ

.一.'一.}さ一.一・'1三・一'.一・一一㌧ ・一一.....PTEROP8DAE

続 罷.ざ 冠..∫ ・ 匝 亟 二=:ト ー 一?伽_ρ,γ 〃。)

乱.烹 忌'二:1・ 一∫.::一:'一一 。CH。T。NIDAE

.諭1恐1冠1∫ 三 ゜ch°t°naLEPORIDAE° 　 y}　 　 (E)

一__-Lepus?

謬:11-:;・;亨一.1ゴ1藁 空㌃.1・Pental°gus?

ll-.1'1し一"一..こ一一一,二1...Tables4-9の 実 線 は深 い程度 の関係を,破 線 は浅い程度 の関係を しめす。0のは ヤマ ト群,(z)は エ

.ニー'..llレ'こ ...・ ・∫'ゾ 群,⑧ は旧北 群に属す る ことを しめす。
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実は,PalaeopsyllamoguYaが 同様 朝鮮 か ら記 録 され てい る ことに よって首 肯す るこ

とが で きる。

ヒナ コウモ リ科 は,最 近 の大 野(1965)の 記 録 に よ り,大 いにそ の知見 を増 加 したが,

我 が国 全般 としては,分 布 につ いて論 じるに は,ま だ資料 が不 足 してい る。筆者 らが と り

あえず ヤ マ ト群 にいれ たNycteyidopsylla/f/とIsc伽oρ ∫ッ11循indicusで さ}

も,宿 主 の移 動力 か ら考え られ る よ うに,そ の分 布は我 が国 を越 えて遙 か広範 囲 に及ぶ 。

キ クガシ ラコウモ リ科 とオ オ コウモ リ科 の ノ ミは 資料 皆 無 の状 態 にあ る。

ナ キ ウサ ギ科 の唯一 の代表 エ ゾナキ ウサ ギ に は,シ ベ リ ア 東部 と 蒙古 に い るCte-

nophyllusα7鯛 碗π∫ が寄 生 して いて,大 陸 か らの宿 主の渡 来 の新 しい ことを示 し てい

る。 ウサ ギ科 も本 邦か らは殆 ん ど記録 がな く,日 本 の ノウサ ギは ど うや ら本来 の ノ ミを も

た な い ものの よ うで あ る。特 別天 然記 念物 アマ ミノ クロウサギか らも未 だ ノ ミは発 見 され

て いな い。

Table6.Host-parasiterelationsinJapaneseflea(3):Sciuridae

andIVIuscardinidae.

MUSCARDIIVIDAE

G〃r〔ノ'us Monopsyllusyomane(M)

リス科で は,北 海 道 のエ ゾ リス と 本土 の ニホ ン リス とが,そ れ ぞれ,Monopsyllus

indagesの 異 な る亜 種 を もってい る。 これ らの ノ ミは旧北 群 に属す る もので,遠 くヨー

ロ ッパに まで及 んで い る。津 軽海 峡を は さんで分 布す る この2種 の リスには,こ のほか,

なお2種 の大陸 系 の ノ ミAenigrnopsy〃agrodekoviと71α7soρsツ 〃aoctodecimden-

tataと が寄生す る。 これ ら2種 の ノ ミは,北 海道 のエ ゾ リスに は,か な り普 通 に見 出 さ

れ るのに対 して,ニ ホ ソ リスに は,長 野 県 の一 部 に僅か に発 見 され るにす ぎず,こ れ も氷

期 の遺 存種 とみ なす ことが で き よ う。 エ ゾシマ リスに は,2種 のエ ゾ群 の ノ ミの寄生 をみ

る ことは,宿 主 の由来 を裏付 け る ものであ る。つ ぎに,本 文 で しば しば 問題 として きた モ

モ ソガ属 とムサ サ ビ属 の ノ ミが来 る。哺 乳動物 学上,む しろ大陸 系 とい われ るエ ゾモ モ ソ

ガに,ヤ マ ト群 のRhadinopsyllajaponicaが 寄生 す る ことが,疑 問の ま ま残 る。R.

japonicaの 所属 そ の もの につい て も一 考 の余地 が あ ろ う。

ヤマ ネ科 には,本 邦特 有属 の ヤマ ネが,Monopsyllusyaynaneと い う極 め て特徴 のあ
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宿主哺乳類の分布からみた日本産ノミ類の分布一一

る ノ ミをつ け てい る。 この ノ ミの特徴 は,ヤ マネが 旧い時 代か らの飛 石的 分布 を表 わ す極

め て明瞭 な証拠 とな る もので注 目に価 す る。

ネ ズ ミ科は 家鼠類 を除 いて野 鼠類 だけ を取扱 う。北 海 道 の野 鼠3種 の中,ミ カ ドネズ ミ

とエ ゾヤチ ネズ ミは隣接大 陸 と亜種 を異 にす るだけ の もので,そ れ を裏付 け る代表 的な 寄

生 蚤7種 はす べ てエ ゾ群 に属す る。 奥羽地 方 に特有 の トウホ クヤチネ ズ ミに は,そ れ らエ

ゾ群 の中 の1Peromyscopsy〃aharnifeYtakahasiiの 別 亜種P.haynifermichinoku

が寄生 す る。本 州の 山地 に おい ては,特 に顕 著な分 化 をみせ る ・Pθ70〃z夕sooρsツ11α属 の

ノ ミ3種(ino,udagau-ai,ε θg紹g認 の の存在 が 目立つ 。 ここで は,も はやtakahasii

や 擁6勉 πo肋 の場 合 にお け るよ うな,判 然 と した本来 の宿 主の種 類 を推 定す る ことは困

難 な までに宿 主 関係 は錯 ソウ してい る。

北海 道 の野 鼠類 には,エ ゾ群 のHystyichopsy〃aY12LCYOt2及 びCtenophthalmus

congenertyuncusを,ま た 本土 の野鼠 類 には,ヤ マ ト群 のH.ozeana及 び 旧北 群 の

C.congenercongeneroidesを 見 出す こ とも,宿 主 の歴止 を知 る上 に極 め て重要 な意 味

を もつ といえ よ う。本土 固有 の野 鼠類 寄生蚤 に は,そ の他,Atyphloceyasshogakiiが

あ る。2500mも あ る北 アル プスの高山 帯か ら南九 州 の平地 に まで 分布す る。 北 海道 か ら

本 州に まで到 るNeopsyllasasaiに 対 して,四 国 ・九州 ではN.ブaponicaが 出現 す

る。対 馬 の ノVωρε夕11αはjaponicaで は な く,sasaiで あ る(朝 鮮 半 島一 アジ ア大陸

部 には ノV.bidentatifoymisが 分 布す る)こ と も,朝 鮮 半 島経 由の哺乳 類分 布に一 つ の問

Table?.Host-parasiterelationsinJapaneseflea(4):Muridae(1).

MURIDAE(D

*HokkaidoandhighelevationofHonshu
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Table8.Host-parasiterelationsinJapaneseflea(5):Muridae(2).

MURIDAE(2)
HONSHU,SHIKOKUH

OKKAIDO 象KYUSHU '

Hystrichopsy"Qmicroti(Z)ApodemusSpeCIOSUSStiva〃usaestiva〃S(M)

Sf… ρ・・'・m・ntana(Z)*Ap・demusg・1・h。 ・Hyst,ich。 ρ,γ〃。 。zθ。,σ(M)

*Rh
adinopsy"σalphabetica(Z)Atyphlocerasshogokii(M)

Cren・phfhalmus・ ・truncus(Z)Sfen・ ρ・niam・ntans(Z)*

CteR・phtha/mus.P・pacifi・us(Z)'Sten・ ρ・niat・kud・'(M)

Neop・y〃 ・ σ・anthina(Z)Rh。din。psy〃 。 。hn。'(Z)*

Neopsy"QSQSQI(M)R々 σd'ηoρsy〃 σb〃1/1(M)

Peromyscopsy"σh.takahasii(Z)-Rhadinopsy〃 σottenuata(M)

Stenischipfujisania(M)

ル9icromysm'nutusCtenophthalmusσ.congeneroides(E)

Neopsyllajaponica(M)

Neopsyllosasoi(M)

Peromyscopsyl ,lohimalaica{M)

Fiontopsyllanakagawai(M)

丁'okuda'αOS'meηS'5?

Rattuslegata;?

*HokkaidoOhahighelevafiionofHonshu

題 を 挿 し は さむ よ うに思 わ れ る 。九 州 の 唯 一 の 固 有 蚤 とい わ れ たRhadinopsyllabitoba

が,極 く最 近,内 川 ら(1967)に よ り隠 岐 島 で 発 見 され た こ と も,こ の 島 の 獣 相 の 由 来 に

有 力 な 資 料 を 与 え た こ と とな る 。

ク マ 科 で は,北 海 道 産 ヒ グ マ にChaetopsyllatubeyculaticepsが 寄 生 す るが,本 土 の

Table9.Host-parasiterelationsinJapaneseflea(6):Ursidae,

CanidaeandMustelidae.

URSIDAE

[亟 亙 亟)S二]一 一 一 一 一 伽 θナ・ρ・Y〃・tubercul・ 〃cθρ・(E)

Chaetopsyllamikado(E)

Chaetopsyllajomesoni(M)

Chaetopsy〃oz/beノ 〃no(E)

Euarctos thibetanus Ch

Ch

Ch

Pa

?

＼

＼
＼

CANIDAE

Nyctereutes
7'

MUSTELIDAE

＼

グ

Metes anakumo

γ

「噛一...一一 「冒.一一 一 「,一 一一

MorPes zibellina
o

rMares melampus

Mustelo sibirica

Paracerasm.5〃7θ η5∫5 (E)

Muste/anivalis

Mu3ナ θ'σ θ1m/nea

つ

・

つ
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ツキ ノ ワグマ には,そ の 由来を教 え て くれ る固有 の ノ ミの寄 生 をみ ない。 イ ヌ科 の タヌキ

は,本 土か ら北海道 まで分布 ずる東部 アジアの代表 的獣 類 であ るが,寄 生 蚤は クマ科 や イ

タチ科 の もの と共 通 ずる。 エ ゾタ ヌキの ノ ミは未 知 であ る。

最 後に,イ タチ科 には,捕 食 した獲物 の小 型哺乳 類(野 鼠 や リス等)の ノ ミが二 次 的に

寄生 して い るが,そ れ らを本来 の ものか ら区別 す る ことは比 較的 容易 であ る。北海 道 の エ

ゾクロテ ンか らは ノ ミの記 録が皆 無 であ るが,Chaetopsyllazibellinaの よ うな種類 が

期待 でき る。 また,筆 者 らが さ きに ヤマ ト群 に入 れたC.jan2esoniは 長野 県 の タ ヌキ と

ホ ン ドテ ン,徳 島県 の アナ クマ よ り知 られ るに過 ぎず,本 来の宿 主 を判定 しかね る。

7.お わ り に

これ までに 筆者が つづ った記述 は,い ず れ も現 世 の 日本産 ノ ミ類 とそ の宿 主 の分 布 か ら

推定 した両者 の過 去 の分布経 路や 起原 につ いて の想像 であ って,筆 者 は この種 の手段 に よ

って,確 定 的 な判断 を下 し,結 論 を 出そ うとす るもので はない 。寄生 虫 の分 布学 ・分類 学

的研 究が,宿 主 の分 布の 由来や類 縁 関係 の解 明 のため に,宿 主 の系統学 ・分 類学 ・化 石学

な どが 引出そ うと してい る問題 に対 して,幾 分 で もそ れを援 助 しよ うとす る裏付 け のため

の資料 を提 供す るこ との可能 性 につ いて述べ た まで であ る。 また当時,海 峡 が 開い ていた

とか,陸 続 きであ った とかい った地 史学上 の問 題 に つい て も,こ れ と同様 の ことが いえ

るQ'

た だ,こ こで少 し く強 調 した い ことは,あ る種 の宿 主 には,非 常 に広 布性 の ノ ミが 寄生

す るが,別 種 の宿主 には,逆 に狭 布性 の(固 有 な)ノ ミが寄 生す る こと もあ る。前 者 の場

合 には,そ の ノ ミが近 隣 の他地方 で もつ宿 主 との対比 か ら,宿 主 の類 縁を た どる こ とがで

きる。 また,後 者 の場合 には,そ の ノ ミの もつ形 態的 な特異 性を 尺度 と して,宿 主 と と

もに隔離せ られ た分化 の時 間等 を推論 す るこ とがで きる。例を あげ るな らば,北 海道 の ヒ

グマ の ノ ミChaetopsy〃atuberculaticepsや エ ゾナキ ウサ ギ の ノ ミCtenophyllus

armatus等 は前者 にあ た り,本 土 の ヤマ ネの ノ ミMo%oρ5y1伽syaynaneや ヒメヒ ミ

ズ の ノ ミ 」Palaeopsyllamiyayna等 は後者 の部類 に入 るだ ろ う。

しか し,各 宿 主 につ いて,こ うした推論 を発展 させ るため には,我 が 国の ノ ミ相 の研 究

とな らんで,近 接 諸地域 の ノ ミ相 の よ り完全 な調査 が進 め ら れ なけれ ば な らい。 た と}

ば,Io仔 氏 やScalon氏 らに よる ソ連 邦領 シベ リア地 方 の ノ ミ相 の詳 細 な業 績 が,筆 者 ら

のエ ゾ群 ノ ミにつ いて の研 究 を よ り正 確 な もの と したの に反 し,琉 球 列 島や台 湾に おけ る

ノ ミ相究 明 の遅滞 が,南 方系 ノ ミ群 とそ の宿主 の仕事 を進 め るに当 って大 きな 障害 とな っ

てい る ことはいな めな い。 ケナ ガネズ ミや アマ ミトゲネズ ミの寄生 蚤が不 明 の ままであ る

こと も,そ れ に付帯 した 問題 の解 決 に重大 な支 障 を来 してい る とい え よ う。

さ らに,あ る種 の 口本産 哺乳 類 の故郷 といわ れ る四川 ・雲 南か ら北 部 ビル マ ・チベ ヅ ト

へか け て の ノ ミ相 の闘 明は,い わ ゆ る飛石 的分 布 といわ れ る分 布学 上 の問題 に強 力な根拠

を与 え るに相違 な い。
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